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令和３年度 県国保財政の運営状況等について 

①令和３年度 県国保特別会計の予算総額 

9 月補正予算 １，８２４億円 (1,824 億 3,897 万 1,000 円) 

3 月補正予算（案） １，９００億円 (1,899 億 9,812 万 4,000 円) 

差    額  ( 75 億 5,915 万 3,000 円) 

 ※増額要因：不測の事態に備えた保険給付費の増（前年度決算剰余金の充当） 

 

②歳  入                          （単位：億円） 

科　　　目 9月補正 3月補正 差　引 備　　考

市町村納付金 530.5 530.5 0.0

療養給付費負担金 311.3 319.2 7.9

高額医療費負担金 12.9 14.3 1.4

特定健康診査負担金 2.7 2.4 ▲ 0.3

普通調整交付金 82.4 81.3 ▲ 1.1

特別調整交付金 18.3 25.2 6.9

保険者努力支援制度交付金 19.8 27.2 7.4

前期高齢者交付金 677.5 678.3 0.8

県繰入金（一般会計繰入金） 112.8 106.4 ▲ 6.4

財政安定化基金繰入金 5.7 27.3 21.6 基金の取崩(普通交付金不足分に充当)

保険給付費交付金返還金 8.4 8.4 0.0

歳計剰余金 37.3 73.7 36.4
R2歳計剰余金(73.7憶円)の残額分を計
上

そ　の　他 4.8 5.8 1.0

合　　　計 1,824.4 1,900.0 75.6
 

 

③歳  出                          （単位：億円） 

科　　　目 9月補正 3月補正 差　引 備　　考

保険給付費交付金

（普通交付金）

保険給付費交付金

（特別交付金）

後期高齢者支援金 245.2 244.9 ▲ 0.3

前期高齢者納付金 0.5 0.5 0.0

介護納付金 85.5 85.5 0.0

保健事業費 0.1 0.1 0.0

療養給付費交付金返還金 2.8 2.3 ▲ 0.5

財政安定化基金積立金 0.0 11.0 11.0

そ　の　他 3.7 4.3 0.6

合　　　計 1824.4 1900.0 75.6

基金の取崩額及び決算剰余金を含む（普
通交付金不足分に充当）

29.7 36.7 7.0

国庫負担金返還金 35.6 36.1 0.5

1421.3 1478.6 57.3
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④保険給付費交付金（普通交付金）の執行額          

年度 執行額（実績） 対前年増減額 対前年増減率 

H30 1,450 億円  － 

Ｒ１ 1,423 億円 ▲27 億円 ▲1.86% 

Ｒ２ 1,359 億円 ▲64 億円 ▲4.50% 

Ｒ3 1,449 億円（見込）   90 憶円   6.62% 

  ※R3 年度の執行額は、12 月診療分までの実績及び 1 月・2 月診療分の見込み額を計上。 

   

⑤保険給付費交付金（普通交付金）の不足見込額への対応 

令和３年度は、令和２年度のコロナウイルス感染症による診療抑制の反動により、 

保険給付費が増加し、予算額を超過する見込み。 

年度 普通交付金予算額 執行額（見込） 不足額 

Ｒ3 1,434 億円 1,449 億円 ▲15 億円 

【対応予定】 

 財政安定化基金及び決算剰余金を下記の範囲内で活用し、不足分 15 億円に充て 

る。 

・基金取崩（取崩上限額）   21.6 億円 

・決算剰余金（活用可能額）  12.5 億円 

  

  ※基金の取崩分は、翌々年度からの３年間で市町村納付金に上乗せして徴収し、基金へ 

返還される。 

 


